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＜活動事例の要旨＞ 

 平成25年産大豆の栽培ほ場の生育調査を行い、生育状況に応じた情報提供、栽培技術指

導により、収量・品質の向上を図る。 

 

１ 普及活動の課題・目標 

  7月28日豪雨災害において採種ほ場が被害を受けた。そこで採種ほ場の被害状況を確

認し、状況に応じた栽培指導を行うことによって、平成26年産用種子をできる限り確保

することとした。 

 

２ 普及活動の内容  

（１）7月28日豪雨災害採種ほ場 

  ・山口市阿東徳佐  

 

（２）指導内容 

  ・被害状況の確認(7月31日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・技術指導の実施 

○排水対策の徹底 

大豆の根と根粒の呼吸作用を回復させるため、早急に排水対策を徹底する。 

    ○中耕 

冠水・土砂流入により土壌表面が固くなっており、通気性が悪くなっているた

め、圃場の条件が良くなってから早急に中耕を行う。 

○追肥 

生育回復のため、中耕と同時に窒素成分で 4～5kg/10a 程度の追肥を行う。 

  ○病害虫対策 

防除時には、散布量を多くし、茎葉についている土等を洗い流すようにする。 

 

 

 

 



３ 普及活動の成果 

（１）被害対応状況 

 

 

 

 

 

（２）調査結果 

 

（３）採種ほ場の結果 

    

 

 

 

 

４ 今後の普及活動に向けて 

  災害ほ場での対応を踏まえて、気象状況に対応した適切な技術指導により安定生産を

めざす。 

  また、慣行ほ場に比べると FOEASほ場では収量が低いことから、要因を調査し収量回

復を目指す。 

合格 準１
（大） （中）

490 5,580 1,530 145

採種実績（kg）
単収

（kg/10a）
ほ場面積

（a）

実施日 施肥実績

種子（被害少） 8月20日 N:0.8kg/10a 硫安(4kg/10a)

種子（被害大） 8月21日 N:0.8kg/10a 硫安(4kg/10a)

水害対応（中耕・追肥)


